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１．精密バイスで、平行台の上に乗せた被測定

物を下図のように固定する。平行台の向きに

注意すること。また、当て板(真鍮)を用いて

バイス口金左端に合わせて固定すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．PC のデスクトップにある「R02 機械工作実

習」フォルダを開く。 

 
 

３．更に、自分の組のフォルダを開く。 

 
 

４．更に、自分の班の emcam ファイルをダブル

クリックで開く。 

 
 

５．測定ソフト Verisurf2019 が起動し、下の

ように表示される。 

 
 

 

 

バイス口金左端
に、当て板で合わ
せて固定する。 
向かって左側が固
定側口金(鋳鉄)、
右側が支持ブロッ
ク(アルミ)となる
ようにする 

平行台は、「この面
を手前にする」と書
いてある面を手前
にする 

令和 2 年度機械工作実習 座標測定機使用マニュアル 

R02 機械工作実習

A 組前半であれば、
A1st のフォルダを
開く 

A 組前半 1 班であれば、
A1st1.emcam ファイルを開く
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※．実際に測定を始める前に、測定機の持ち方

を練習しておくこと。 

  測定機は、下図のように、利き手でボタン

のある握り部分を握り、利き手と反対の手で

アームの肘に当たる部分を支えると良い。 

 

 

握り部分については、下図のように、プロ

ーブを人差し指と中指で挟むように握り、親

指でボタンを押すようにすると良い。 

 
   

ボタンは「赤：決定」、「白：次へ」、「黄：

キャンセル」の 3 つがある。（本実習では黄は

使わない。）測定中に失敗した場合は、→を参

照。 

 

 

  被測定物にプローブを当てるときは、傷つ

けないように静かに当てること。 

６．画面右上、「自動検証」部分の再生マーク

をクリックすると、測定シーケンスが開始さ

れる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【測定中に失敗してしまったら】 

測定中に、誤ったボタン操作等により、正

しい測定ができなかった場合は、画面右の「自

動検証」パネル内で、失敗したときに計測し

ていたパーツを右クリックし、コンテキスト

メニューから、「再測定」を選ぶことで、再度

失敗したパーツの最初から測定をやり直すこ

とができる。 

測定はそのパーツのみで終わってしまうの

で、更に次のパーツを右クリックし、コンテ

キストメニューから「ここから開始」を選ぶ

ことで、以降のパーツの測定を継続すること

ができる。 

 
 

 

緑三角の再生マークを

クリック 

失敗したパーツを
右クリック、「再測
定」でやり直せる 
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７．下の画面が表示されたら、固定側口金内面

の測定を行う。 

 
 

  次図のように、プローブを固定側口金内面

に静かに接触させ、「赤：決定」ボタンを押

すことで、1 点が計測される。 

 

  

  次図に示すように、6 点計測する。 

※6点は適当な点数として設定している。原理的には面

は 3点測定すれば特定できる。測定点数と測定精度の

関係に注意。測定点数に関する議論については以降の

測定についても同様である。 

 

 

  測定が完了したら、座標測定機の「白：次

へ」ボタンを押す。 

 

 

８．下の画面が表示されたら、固定側口金側面

の測定を行う。 

 
 

  以下に示すように、固定側口金側面につい

て、6 点計測する。 

 

 

 

   

  測定が完了したら、座標測定機の「白：次

へ」ボタンを押す。 
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９．下の画面が表示されたら、ベース摺動面の

測定を行う。 

 
 

  以下に示すように、ベース摺動面について、

6 点計測する。 

 

 

 

   

測定が完了したら、座標測定機の「白：次

へ」ボタンを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．下の画面が表示されたら、支持ブロック

内面の測定を行う。 

 
 

以下に示すように、支持ブロック内面につ

いて、6 点計測する。 

 

 

 

 

測定が完了したら、座標測定機の「白：次

へ」ボタンを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 
 

１１．以上で測定は終了である。画面右下の「レ

ポート表示」をクリックする。 

 
 

１２．次図のように、レポートが PDF で出力さ

れるので、印刷する。 

 
 

１３．Mastercam X8 における測定データは、次

の人のために全て削除する。 

画面左のツリーから、「フィーチャ」以下を

全て選択し、Delete キーで削除する。 

また、画面右下の「すべてクリア」を押す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．レポート PDF はデスクトップに保存され

ているので、自班のフォルダに移しておく。 

 

「フィーチャ」
以下を全て削除 

「すべてクリア」を
クリック 

「レポート表示」を
クリック 

移動 


